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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　車両用ドアにおける窓ガラスの縦方向への作動を保持する窓ガラス用センターチャン
ネルにおいて、その上端部の構造を、Ｈ字状の横断面形態を基礎に形成させるようにする
とともに、このようなＨ字状横断面形態を有する本窓ガラス用センターチャンネルの上端
部のところには、平面視が上記窓ガラス用センターチャンネルの断面形態と類似したＨ字
状平面形態を有するものであって上記センターチャンネルの上端部を覆うように形成され
たベース部、当該ベース部を形成するＨ字状の形態からなる分枝覆部のところから下方へ
向って直立状に設けられるものであって上記窓ガラス用センターチャンネルの上端部に形
成されるＨ字状横断面部の各分枝部のところに係合するように設けられる直線状のピン状
形態からなる脚部、及び上記Ｈ字状平面形態の一部を形成するものであって平行に設けら
れた分枝覆部の間を連結する中央覆部の略中央部のところに設けられるものであって上記
センターチャンネルの横サッシュへの取付けに寄与するブラケットの、その係合穴に係合
するように形成された凸起部からなり、これらが所定の熱可塑性合成樹脂材にて一体的に
形成されるようにしたプロテクタを有する構成からなることを特徴とする車両用ドアにお
ける窓ガラス用センターチャンネル。
【請求項２】
　請求項１記載の車両用ドアにおける窓ガラス用センターチャンネルにおいて、上記プロ
テクタのところに設けられるものであって直線状のピン状形態からなる脚部を、上記窓ガ
ラス用センターチャンネルの上端部に形成されるＨ字状横断面部の分枝部に設けられる取
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付部のところに、または、分枝部の内側壁面と上記Ｈ字状横断面部の中央縦壁部のところ
に別途設けられたブラケットの、そのＨ字状横断面部中央縦壁部への取付部との間に形成
される隙間のところに挿入させ、これによって上記プロテクタを上記窓ガラス用センター
チャンネルの上端部のところに保持させるようにした構成からなることを特徴とする車両
用ドアにおける窓ガラス用センターチャンネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用ドアにおける窓ガラス用センターチャンネルの、その上端部の構造に
関するものであり、特に、窓ガラスの縦方向へのガイドをするものであって車両用ドアの
略中央部に設けられるセンターチャンネルの上端部と、当該センターチャンネルの上端部
のところに略水平に設けられる横サッシュと、の接合部のところに設けられ、その外表面
側の意匠性あるいは窓ガラスの保持機能等を確保するように設けられる車両用ドアにおけ
る窓ガラス用センターチャンネルに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の車両用ドアにおける窓ガラスの上下方向移動を支持するセンターチャンネルの、
その上端部における横サッシュへの接合部の構造としては、例えば特開昭６１－２１８４
２３号公報記載のものの如く、センターチャンネルを形成する縦方向サッシュ部材と、こ
れに直角に、かつ、Ｔ字状に設けられる横方向サッシュ部材との結合部のところに、特別
な結合部材が設けられるようになっているものが挙げられる。そして、このような結合部
における縦サッシュ部材の上端部のところには端末部の保護等のために、特殊なシール部
材からなるプロテクタが設けられるようになっている。そして更に、このプロテクタは、
所定の接着剤あるいは両面接着テープ等の接着手段を介して取付けられるようになってい
るものである。
【特許文献１】特開昭６１－２１８４２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、このような接着手段を用いたプロテクタの取付方法においては、接着剤の貼
付状態の如何によっては、輸送中に上記接着剤がはがれて、部材が落下してしまうと言う
不具合等が懸念される。また、接着剤のはみ出し等による外観不良等の問題点も懸念され
る。このような問題点を解決するために、上記接着手段を用いないようにした車両用ドア
における窓ガラス用センターチャンネルの上端部におけるプロテクタの取付構造を提供し
ようとするのが、本発明の目的（課題）である。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するために、本発明においては次のような手段を講ずることとした。す
なわち、請求項１記載の発明である第一の発明においては、車両用ドアにおける窓ガラス
の縦方向への作動を保持する窓ガラス用センターチャンネルに関して、その上端部の構造
を、Ｈ字状の横断面形態を基礎に形成させるようにするとともに、このようなＨ字状横断
面形態を有する本窓ガラス用センターチャンネルの上端部のところには、平面視が上記窓
ガラス用センターチャンネルの断面形態と類似したＨ字状平面形態を有するものであって
上記センターチャンネルの上端部を覆うように形成されたベース部、当該ベース部を形成
するＨ字状の形態からなる分枝覆部のところから下方へ向って直立状に設けられるもので
あって上記窓ガラス用センターチャンネルの上端部に形成されるＨ字状横断面部の各分枝
部のところに係合するように設けられる直線状のピン状形態からなる脚部、及び上記Ｈ字
状平面形態の一部を形成するものであって平行に設けられた分枝覆部の間を連結する中央
覆部の略中央部のところに設けられるものであって上記センターチャンネルの横サッシュ
への取付けに寄与するブラケットの、その係合穴に係合するように形成された凸起部から



(3) JP 4478711 B2 2010.6.9

10

20

30

40

50

なり、これらが所定の熱可塑性合成樹脂材にて一体的に形成されるようにしたプロテクタ
を有する構成を採ることとした。
【０００５】
　また、請求項２記載の発明である第二の発明においては、請求項１記載の車両用ドアに
おける窓ガラス用センターチャンネルに関して、上記プロテクタのところに設けられるも
のであって直線状のピン状形態からなる脚部を、上記窓ガラス用センターチャンネルの上
端部に形成されるＨ字状横断面部の分枝部に設けられる取付部のところに、または、分枝
部の内側壁面と上記Ｈ字状横断面部の中央縦壁部のところに別途設けられたブラケットの
、そのＨ字状横断面部中央縦壁部への取付部との間に形成される隙間のところに挿入させ
、これによって上記プロテクタを上記窓ガラス用センターチャンネルの上端部のところに
保持させるようにした構成を採ることとした。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１記載の発明である第一の発明によれば、車両用ドアにおける窓ガラスの縦方向
への作動を保持するものであって車両用ドアの略中央部に設けられる窓ガラス用センター
チャンネルにおける、その上端部には、熱可塑性合成樹脂製（プラスチック製）のプロテ
クタが設けられるようになっており、このプロテクタによって上記センターチャンネルの
上端部は保護されることとなる。従って、このようなセンターチャンネルを有する本車両
用ドアの半製品状態のものの搬送中等において、上記センターチャンネル上端部を傷付け
てしまうと言うような事態の発生を回避することができるようになる。
【０００９】
　また、請求項１記載の発明である第一の発明によれば、窓ガラス用センターチャンネル
の上端部のところに設けられるプロテクタを、平面形態が上記窓ガラス用センターチャン
ネルの横断面形態と略同じＨ字状の形態からなるベース部を基礎に、ここから直立状に設
けられるピン状の脚部を有する形態からなるようにしたので、上記各脚部をセンターチャ
ンネル上端部に形成される係合部、あるいはＨ字状横断面部の各分枝部のところに嵌合あ
るいは係合させることによってプロテクタの窓ガラス用センターチャンネル上端部への取
付作業が簡単に、かつ、効率良く行なわれることとなる。
【００１１】
　また、請求項２記載の発明である第二の発明によれば、プロテクタをＨ字状横断面形態
を有する窓ガラス用センターチャンネル上端部全体を覆い包むような状態で上記センター
チャンネル上端部のところに取付けるようにしたので、プロテクタの上記センターチャン
ネル上端部への取付作業が円滑に、かつ、効率良く行なわれることとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明を実施するための最良の形態について、図１ないし図３を基に説明する。そのう
ちの一実施形態に係るものについて説明する。このものは、図１に示す如く、車両用ドア
における窓ガラス用センターチャンネルの、その上端部周りの構造に関するものである。
具体的には、図１に示す如く、窓ガラスの縦方向へのガイドをするものであって車両用ド
アの略中央部に設けられるセンターチャンネル１の上端部と、当該センターチャンネル１
の上端部のところに略水平に設けられる横サッシュ５と、の接合部のところ（図１におけ
るＡ部）に設けられ、その外表面側の意匠性あるいは窓ガラスの保持機能等を確保するよ
うに設けられた車両用ドアにおける窓ガラス用センターチャンネル１に関するものである
。なお、本実施の形態のものにおいては、上記上端部（Ａ部）に取付けられる合成樹脂製
（プラスチック製）のプロテクタ３が接着剤等の接着手段を介さないで取付けられるよう
になっていることを特徴とするものである。このように接着剤等を用いないようにするこ
とによって、接着剤のはみ出し等に起因する周りの部材の汚染、あるいは接着剤の劣化に
よるプロテクタの脱落等の不具合の発生を懸念する必要がなくなるからである。
【００１３】
　このような構成からなるものにおいて、その具体的構成（構造）について、図２及び図
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３を基に説明する。まず、上記プロテクタ３の取付けられるセンターチャンネル１の上端
部（図１のＡ部）周りの構造について説明する。このものは、例えば図２に示す如く、Ｈ
字状横断面形態を形成するものであって平行に設けられた分枝部１１、１２を有するとと
もに、これらの間には上記両分枝部１１、１２間を連結するように形成された中央縦壁部
１５が設けられるようになっているものである。そして、このような形態からなるセンタ
ーチャンネル１の上端部の上記中央縦壁部１５のところには、Ｌ字状の形態からなるもの
であって本センターチャンネル１の上記横サッシュ５への取付に寄与するブラケット２が
設けられるようになっている。そして更に、このようなＬ字状ブラケット２の一方の脚部
である連結部２２のところが上記センターチャンネル１の中央縦壁部１５のところにスポ
ット溶接手段等を介して取付けられるようになっているものである。このようなブラケッ
ト２の連結部２２のところには、図２及び図３に示す如く、プロテクタ３の取付けに寄与
する係合穴２２２が設けられるようになっている。
【００１４】
　次に、上記構成からなるセンターチャンネル１の、その上端部のところに取付けられる
プロテクタ３の構造について説明する。このものは、その全体が所定の熱可塑性合成樹脂
材（プラスチック材）にて、その平面形態がＨ字状を成すように一体的に形成、すなわち
一体成形されるようになっているものである。このような構成からなるものにおいて、本
プロテクタ３は、所定の長さを有するように平行に設けられるものであって上記センター
チャンネル１の上端部における各分枝部１１、１２のところを覆うように形成される分枝
覆部３１、３２と、これら平行に形成される２つの分枝覆部３１、３２の中央部のところ
を連結するように形成される中央覆部３３と、これらを一体的に保持するベース部３９と
、からなることを基本とするものである。
【００１５】
　そして、このような構成からなるものにおいて、上記平行に設けられる各分枝覆部３１
、３２の、それぞれの先端部付近のところには、下方に向って伸びるように形成されるも
のであって、上記センターチャンネル１の上端部に形成される分枝部１１、１２の、それ
ぞれの端部付近に形成される４個所の取付部１１１、１１２、１２１、１２２のところに
係合するように形成された４本の脚部３１１、３１２、３２１、３２２が設けられるよう
になっているものである。また、このような構成からなる上記中央覆部３３の略中央部の
ところには、凸起部３３３が設けられるようになっている。この凸起部３３３は、上記Ｌ
字状ブラケット２のところに設けられるものであって、本Ｌ字状ブラケット２のセンター
チャンネル１への取付部を成す連結部２２に設けられた係合穴２２２のところに係合する
ようになっているものである。
【００１６】
　このような構成を採ることにより、本実施の形態のものにおいては、プロテクタ３の装
着が容易に、かつ、簡単に行なわれることとなる。すなわち、上記プロテクタ３を、上記
センターチャンネル１の上端部のところにもって行くとともに、このようなプロテクタ３
を上方から近づけ、当該プロテクタ３に設けられた上記４本の脚部３１１、３１２、３２
１、３２２を上記センターチャンネル１の上端部に形成された４個所の取付部１１１、１
１２、１２１、１２２のところに挿入することによって、プロテクタ３のセンターチャン
ネル１上端部への取付け（装着）が行なわれることとなる。そして、このようにしてプロ
テクタ３の装着された後には、当該プロテクタ３は簡単には脱落したりするようなことが
なく、上記センターチャンネル１の上端部周り（図１のＡ部）を効果的に保護することと
なる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の全体構成を示す概観図である。
【図２】本発明の一実施形態にかかるものの主要部を成すプロテクタ取付部周りの構成を
示す展開斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態にかかるものの主要部を成すプロテクタの取付状態を示す縦
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【符号の説明】
【００２１】
　　１　センターチャンネル
　　１１　分枝部
　　１１１　取付部
　　１１２　取付部
　　１２　分枝部
　　１２１　取付部
　　１２２　取付部
　　１５　中央縦壁部
　　２　ブラケット
　　２２　連結部
　　２２２　係合穴
　　３　プロテクタ
　　３１　分枝覆部
　　３１１　脚部
　　３１２　脚部
　　３２　分枝覆部
　　３２１　脚部
　　３２２　脚部
　　３３　中央覆部
　　３３３　凸起部
　　３５　分枝覆部
　　３９　ベース部
　　５　横サッシュ
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